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は
じ
め
に

　『
時
代
不
同
歌
合
』
は
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後
鳥
羽
院
が
配
流
地
の
隠
岐
で
作
成
し
た
秀
歌
撰
で
あ
る
。
自
身
を
含
む
古
来
の
百
歌
人

を
選
び
、
各
人
三
首
の
歌
、
計
三
〇
〇
首
を
時
代
の
新
旧
に
分
け
て
歌
合
形
式
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
歌
人
と
歌
の
番
い
に
工
夫
を
凝
ら

す
、
空
前
の
規
模
の
大
作
で
あ
っ
た
。

　
苦
悩
を
こ
ら
え
孤
島
に
生
き
る
院
に
と
っ
て
、
和
歌
は
仏
教
と
と
も
に
必
須
で
あ
り
、
『
遠
島
百
首
』
等
の
苦
衷
を
吐
露
す
る
新
た
な
和

歌
が
詠
み
出
さ
れ
、
か
つ
て
下
命
し
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
精
撰
が
着
手
さ
れ
（
隠
岐
本
）
、
こ
の
規
模
の
大
き
な
秀
歌
撰
が
編
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

　
先
に
稿
者
は
、
選
歌
や
結
番
、
全
体
の
構
成
等
の
検
討
か
ら
、
本
作
編
成
の
狙
い
は
、
古
代
以
降
当
代
ま
で
の
和
歌
史
の
隆
盛
を
、
編

女
子
大
國
お
　
第
百
七
十
五
号
　
令
和
六
年
九
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三
十
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講
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む
主
体
の
現
在
を
暗
示
し
つ
つ
、
顕
彰
す
る
こ
と
に
認
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
正
統
を
継
承
す
る
〈
普
遍
〉
へ
の
志
向
を
、
〈
特
異
〉
の
寓
意

を
込
め
て
貫
く
こ
と
が
、
か
つ
て
歌
壇
領
導
者
で
あ
っ
た
身
の
〈
今
〉
を
支
え
る
矜
持
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た

）
1
（

。

　
そ
の
配
所
暮
ら
し
が
長
期
化
す
る
に
伴
い
、
『
遠
島
百
首
』
も
本
作
も
手
直
し
さ
れ
、
本
作
に
は
歌
の
差
し
替
え
の
み
な
ら
ず
、
歌
人
の

組
み
替
え
も
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
右
の
拙
稿
で
主
に
組
み
替
え
の
事
例
か
ら
、
そ
の
狙
い
が
寓
意
と
し
て

の
特
異
性
の
解
消
に
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。
た
だ
し
、
改
め
ら
れ
た
事
例
す
べ
て
に
及
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
後
、
新
た
な
解
明
も
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る

）
2
（

。

　
こ
こ
に
、
改
変
が
見
ら
れ
る
事
例
す
べ
て
の
実
態
を
通
し
て
、
改
訂
が
な
ぜ
必
要
で
あ
っ
た
の
か
を
見
き
わ
め
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
と

は
い
か
な
る
作
品
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

　
な
お
、
伝
存
諸
本
か
ら
改
訂
は
複
数
回
に
及
ぶ
と
見
ら
れ
る
が
、
本
文
は
大
き
く
初
撰
本
と
再
撰
本
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る

）
3
（

。

　
　
　
　
一

　
本
作
の
改
訂
に
つ
き
、
ま
ず
歌
人
の
組
み
替
え
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
再
撰
本
は
、
百
歌
人
の
番
い
、
計
五
〇
組
の
う
ち
、
四
組
が
異
な
る
歌
人
と
組
み
直
さ
れ
る
。
変
更
部
分
を
示
す
と
次
の
図
の
通
り
で

あ
る
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
歌
人
の
番
い
の
配
列
順
を
示
す
）
。
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対
象
と
な
っ
た
の
は
3
・
4
・
8
・
10
組
目
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
右
方
歌
人
（
網
掛
け
）
が
矢
印
の
よ
う
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
変
更

を
先
に
「
寓
意
と
し
て
の
特
異
性
の
解
消
」
の
た
め
と
解
し
た
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
4
組
目
左
方
の
小
野
篁
は
隠
岐
配
流
で
知
ら
れ
る
人
物
で
、
そ
の
歌
は
右
の
国
信
の
歌
と
の
関
係
に
あ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、

　
　
　
初
撰
本 

 

　
　
　
再
撰
本

　
　
　
左
方 

　
右
方 

　
　
　
左
方 

　
右
方

1 

柿
本
人
麿 

大
納
言
経
信

2 

山
辺
赤
人 
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
藤
原
忠
通
）

3 

中
納
言
家
持 
藤
原
清
輔
朝
臣 

3 

中
納
言
家
持 

権
中
納
言
国
信

4 

小
野
篁 

権
中
納
言
国
信 

4 

小
野
篁 

西
行
法
師

5 

中
納
言
行
平 

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

6 

僧
正
遍
昭 

前
大
僧
正
慈
円

7 

小
野
小
町 

正
三
位
家
隆

8 

在
原
業
平
朝
臣 

西
行
法
師 

8 

在
原
業
平
朝
臣 

後
京
極
摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良
経
）

9 

藤
原
敏
行
朝
臣 

丹
　
後

10 

伊
　
勢 

後
京
極
摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良
経
） 

10 

伊
　
勢 

藤
原
清
輔
朝
臣
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十
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
篁

　
　
　
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
出
で
ぬ
と
人
に
は
告
げ
よ
海
人
の
釣
舟

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
国
信

　
　
　
春
日
野
の
下
も
え
わ
た
る
草
の
上
に
つ
れ
な
く
見
ゆ
る
春
の
淡
雪

　
　
　
　
十
一
番
　
左

　
　
　
思
ひ
き
や
鄙ひ

な

の
別
れ
に
衰
へ
て
海
人
の
縄
た
き
い
さ
り
せ
む
と
は

　
　
　
　
　
右

　
　
　
何
事
を
待
つ
と
も
な
し
に
明
け
暮
れ
て
今
年
も
今
日
に
な
り
に
け
る
か
な

　
　
　
　
十
二
番
　
左

　
　
　
数
な
ら
ば
か
か
ら
ま
し
や
は
世
の
中
に
い
と
悲
し
き
は
し
づ
の
を
だ
ま
き

　
　
　
　
　
右

　
　
　
山
路
に
て
そ
ほ
ち
に
け
り
な
白
露
の
暁
起
き
の
木
々
の
滴
に

と
組
ま
れ
る
左
の
篁
の
歌
が
、
い
ず
れ
も
読
者
に
隠
岐
配
流
を
強
く
印
象
付
け
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
番
え
ら
れ
た
右
の
国
信
の
歌
と
関
わ

ら
せ
て
読
ま
れ
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
番
い
は
、
左
歌
の
主
体
の
内
面
が
右
歌
の
叙
景
に
寓
さ
れ
る
心
情
と
応
じ
合
い
、
二
首
目

の
番
い
は
、
左
歌
の
不
如
意
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
右
歌
の
空
し
い
時
間
の
進
行
と
相
乗
的
に
関
わ
り
合
う
。
三
首
目
の
番
い
も
、
左
右
相
俟
っ

て
不
遇
な
身
の
上
の
鬱
屈
す
る
心
中
が
示
さ
れ
、
三
番
六
首
の
通
読
に
よ
り
、
読
み
手
に
僻
遠
の
配
所
に
住
ま
う
人
物
の
行
為
と
心
情
が

印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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そ
の
作
意
と
関
わ
る
の
が
、
編
者
自
詠
歌
の
番
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
百
三
十
九
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
務
卿
具
平
親
王

　
　
　
命
あ
ら
ば
ま
た
も
逢
ひ
見
む
春
な
れ
ど
忍
び
難
く
て
過
ぐ
る
今
日
か
な
　
　
　（
千
載
・
春
下
）

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
詠
（
後
鳥
羽
院
）

　
　
　
桜
咲
く
遠
山
鳥
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
日
も
飽
か
ぬ
色
か
な
　
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
春
下
）

　
　
　
　
百
四
十
番
　
左

　
　
　
夕
ぐ
れ
は
荻
吹
く
風
の
音
ま
さ
る
今
は
た
い
か
に
寝
覚
め
せ
ら
れ
む
　
　
　
　（
新
古
今
・
秋
上
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
秋
の
露
や
袂
に
い
た
く
結
ぶ
ら
む
長
き
夜
飽
か
ず
宿
る
月
か
な
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
秋
下
）

　
　
　
　
百
四
十
一
番
　
左

　
　
　
世
に
経
れ
ば
物
思
ふ
と
し
も
な
け
れ
ど
も
月
に
幾
度
な
が
め
し
つ
ら
む
　
　
　（
拾
遺
・
雑
上
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
袖
の
露
も
あ
ら
ぬ
色
に
ぞ
消
え
返
る
移
れ
ば
変
は
る
嘆
き
せ
し
間
に
　
　
　
　（
新
古
今
・
恋
四
）

と
組
ま
れ
る
右
の
後
鳥
羽
院
歌
は
、
四
季
歌
・
恋
歌
と
し
て
自
立
す
る
題
詠
で
あ
り
、
人
麿
歌
や
『
源
氏
物
語
』
、
王
朝
和
歌
を
巧
み
に
踏

ま
え
た
自
讃
歌
で
あ
る
の
に
対
し

）
4
（

、
左
の
具
平
親
王
の
歌
は
、
再
会
を
願
っ
て
暮
ら
す
時
間
は
耐
え
難
く
（
一
首
目
）
、
強
風
に
眠
れ
ぬ
日

が
続
き
（
二
首
目
）
、
長
い
物
思
い
に
沈
む
（
三
首
目
）
と
い
う
、
深
刻
化
す
る
切
情
を
扱
う
歌
と
し
て
揃
え
ら
れ
る
。
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具
平
親
王
の
歌
は
、
い
ず
れ
も
題
詠
歌
を
詠
む
編
者
自
身
の
内
面
の
苦
衷
を
暗
示
す
る
働
き
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
番
い
が
末
尾
か
ら

の
四
組
目
に
置
か
れ
る
の
は
、
冒
頭
か
ら
四
組
目
の
篁
の
番
い
と
呼
応
し
て
、
院
の
隠
岐
の
暮
ら
し
を
暗
示
す
る
働
き
を
有
す
る
と
考
え

ら
れ
る
（
因
み
に
冒
頭
の
三
組
は
『
万
葉
集
』
の
、
末
尾
の
三
組
は
王
朝
女
流
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
歌
人
の
番
い
で
照
応
す
る
）
。

　
こ
こ
に
改
訂
は
、
そ
の
寓
意
と
し
て
の
特
異
性
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
篁
の
番
い
か
ら
組
み
直
さ
れ
、
相
手
の
国
信
を
直
前
に
移
し

て
西
行
と
し
、
以
下
六
一
頁
に
図
示
し
た
よ
う
に
、
右
方
歌
人
を
循
環
す
る
形
で
移
動
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
例
に
つ
き
、
田
仲
洋
己
氏
は
歌
人
の
組
み
合
わ
せ
の
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た

）
5
（

。

　
再
撰
本
の
配
列
が
、

　
1 

柿
本
人
麿
　
　
　
　
大
納
言
経
信

　
2 

山
辺
赤
人
　
　
　
　
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
藤
原
忠
通
）

　
3 

中
納
言
家
持
　
　
　
権
中
納
言
国
信

　
4 

小
野
篁
　
　
　
　
　
西
行
法
師

　
5 

中
納
言
行
平
　
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　
6 

僧
正
遍
昭
　
　
　
　
前
大
僧
正
慈
円

　
7 

小
野
小
町
　
　
　
　
正
三
位
家
隆

　
8 

在
原
業
平
朝
臣
　
　
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良
経
）

　
9 

藤
原
敏
行
朝
臣
　
　
丹
　
後

　
10 

伊
　
勢
　
　
　
　
　
藤
原
清
輔
朝
臣
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と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
六
歌
仙
の
僧
正
遍
昭
・
小
町
に
続
く
8
組
目
の
業
平
の
相
手
と
し
て
、
慈
円
・
家
隆
に
続
く
釣
合
か
ら
西
行
よ
り

も
良
経
が
望
ま
し
い
こ
と
、
西
行
を
俊
成
と
並
べ
る
に
、
相
手
と
な
る
篁
・
行
平
が
配
流
・
流
謫
を
経
験
し
、
『
古
今
集
』
仮
名
序
で
も
併

記
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
さ
れ
、
国
信
・
清
輔
は
玉
突
き
で
変
更
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
た
。

　
一
方
、
大
伏
春
美
氏
は
、
番
い
の
よ
し
あ
し
の
面
か
ら
差
し
替
え
の
諸
例
を
検
討
さ
れ
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
は
家
持
と
国
信
の
組
み

合
わ
せ
が
番
い
と
し
て
よ
り
好
ま
し
い
こ
と
を
説
か
れ
た

）
6
（

。

　
選
歌
・
結
番
と
も
に
熟
慮
さ
れ
た
編
集
物
と
し
て
、
改
訂
も
異
な
る
角
度
か
ら
細
や
か
に
見
直
さ
れ
た
と
思
し
く
、
い
ず
れ
も
よ
り
望

ま
し
い
作
へ
の
営
み
と
し
て
、
穏
当
な
分
析
と
判
断
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
問
い
直
し
た
い
の
は
、
改
訂
を
必
要
と
す
る
根
本
的
な
要
因
で
あ
る
。
各
事
例
に
つ
き
、
可
能
な
限
り
多

方
面
か
ら
の
検
討
が
望
ま
れ
る
中
、
先
に
は
4
組
目
に
つ
き
、
伴
う
歌
仙
絵
の
描
か
れ
方
か
ら
、
鬱
屈
す
る
篁
像
と
慰
め
る
出
家
者
の
構

図
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た

）
7
（

。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
の
事
例
に
作
品
の
性
格
に
関
わ
る
要
因
を
見
出
す
の
は
容
易
で
は
な

い
。
も
と
よ
り
組
み
替
え
が
四
例
に
限
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
以
外
の
番
い
が
よ
く
整
っ
て
動
か
し
に
く
い
こ
と
を
語
っ
て
お
り
、
新
た
な

8
・
10
組
目
の
番
い
も
、
大
伏
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
相
関
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
前
者
、
業
平
と
良
経
の
番
い
は
歌
の

差
し
替
え
を
伴
う
こ
と
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
二
十
二
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

　
　
　
花
に
飽
か
ぬ
嘆
き
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
今
日
の
こ
よ
ひ
に
似
る
時
は
な
し

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
（
藤
原
良
経
）

　
　
　
古
里
の
本
あ
ら
の
小
萩
咲
き
し
よ
り
夜
な
夜
な
庭
の
月
ぞ
う
つ
ろ
ふ



66

　
　
　
　
二
十
三
番
　
左

　
　
　
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
元
の
身
に
し
て

　
　
　
　
　
右

　
　
　
漏
ら
す
な
よ
雲
ゐ
る
峰
の
初
し
ぐ
れ
木
の
葉
は
下
に
色
変
は
る
と
も

　
　
　
　
二
十
四
番
　
左

　
　
　
誰
が
禊
木
綿
付
け
鳥
か
唐
衣
竜
田
の
山
に
を
り
は
へ
て
鳴
く

　
　
　
　
　
右

　
　
　
幾
夜
わ
れ
波
に
し
を
れ
て
貴
船
川
袖
に
玉
散
る
物
思
ふ
ら
ん
〔
差
し
替
え
歌
〕

　
　
　（ 

初
撰
本 

た
ぐ
へ
来
る
松
の
嵐
や
た
ゆ
む
ら
む
尾
上
に
帰
る
さ
を
し
か
の
声
）

　
先
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
初
撰
本
で
伊
勢
歌
と
味
わ
い
深
い
関
係
を
築
く
良
経
歌
は
、
業
平
歌
と
の
間
で
も
、
恋
の
思
い
を
秘

め
た
春
花
・
秋
月
詠
の
対
比
（
一
首
目
）
、
春
と
秋
の
素
材
に
よ
る
対
照
的
な
段
階
の
恋
歌
の
対
比
（
二
首
目
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
応
の
相

関
は
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
三
首
目
の
番
い
は
望
ま
し
い
関
係
と
は
な
ら
ず
、
傍
線
を
付
す
差
し
替
え
歌
と
は
新
た
な
読
み
が
成
り
立
つ
。

す
な
わ
ち
、
神
事
に
ま
つ
わ
る
「
禊
」
「
貴
船
」
、
山
と
川
で
対
比
さ
れ
る
歌
枕
に
よ
り
関
係
付
け
ら
れ
る
両
首
は
、
左
歌
に
仄
め
か
さ
れ

る
悲
恋
の
俤
が
、
右
歌
の
幾
夜
の
恋
の
物
思
い
と
応
じ
合
い
、
併
せ
読
ん
で
興
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る

）
8
（

。
こ
れ
は
、
歌
人
の
組
み
替
え
が

和
歌
の
番
い
に
お
け
る
相
関
の
適
否
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
組
み
替
え
が
差
し
替
え
と
連
動
す
る
例
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
改
訂
の
根
本
を
な
す
動
機
を
探
る
べ
く
、
歌
の
差
し
替
え
の

検
討
に
進
み
た
い
。
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二

　
差
し
替
え
は
、
九
歌
人
の
計
一
五
首
に
及
ぶ
。
そ
の
歌
人
を
、
置
か
れ
た
位
置
と
左
右
の
配
属
と
と
も
に
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

8
組
目
右
　
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良
経
）
（
一
首
）

　
　
11
組
目
右
　
権
中
納
言
定
家
（
一
首
）

　
　
33
組
目
右
　
藤
原
秀
能
（
二
首
）

　
　
38
組
目
右
　
寂
蓮
法
師
（
二
首
）

　
　
39
組
目
左
　
高
内
侍
（
一
首
）

　
　
41
組
目
右
　
藤
原
基
俊
（
一
首
）

　
　
44
組
目
右
　
大
蔵
卿
有
家
（
一
首
）

　
　
47
組
目
右
　
愚
詠
（
後
鳥
羽
院
）
（
四
首
）

　
　
49
組
目
左
　
赤
染
衛
門
（
二
首
）

　
歌
数
か
ら
見
る
と
、
47
組
目
の
後
鳥
羽
院
の
四
首
が
目
を
引
く
。
こ
れ
は
二
首
目
と
三
首
目
が
二
度
改
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
他
に

類
例
が
な
い
。
ま
た
左
右
の
所
属
に
注
意
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
右
方
歌
人
で
あ
る
中
、
例
外
的
な
左
方
歌
人
の
う
ち
赤
染
衛
門
は
歌
数

も
二
首
に
及
ん
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
末
尾
部
分
に
目
立
つ
差
し
替
え
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
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ア
　
後
鳥
羽
院
歌
の
差
し
替
え

 
 

ａ
　
二
度
の
手
直
し

　
後
鳥
羽
院
自
身
の
番
い
の
改
訂
は
、
自
詠
二
首
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。

　
二
首
目
（
百
四
十
番
　
右
）

初
撰
本
　
秋
の
露
や
袂
に
い
た
く
結
ぶ
ら
む
長
き
夜
飽
か
ず
宿
る
月
か
な

再
撰
本
　
い
か
ば
か
り
木
の
葉
の
色
の
か
は
る
ら
ん
昨
日
も
今
日
も
時
雨
降
る
頃
　〔
Ｅ
本
〕
（
詠
五
百
首
和
歌
・
冬
五
十
首
）

　
　
　
　
ひ
さ
か
た
の
桂
の
か
げ
に
鳴
く
鹿
は
光
を
か
け
て
声
ぞ
さ
や
け
き
　
　
　〔
Ｆ
本
〕
（
遠
島
御
歌
合
・
夜
鹿
）

　
三
首
目
（
百
四
十
一
番
　
右
）

初
撰
本  

袖
の
露
も
あ
ら
ぬ
色
に
ぞ
消
え
返
る
移
れ
ば
変
は
る
嘆
き
せ
し
間
に

再
撰
本
　
手
も
た
ゆ
く
押
さ
ふ
る
袖
も
色
に
い
で
ぬ
稀
な
る
夢
の
契
り
ば
か
り
に
　〔
Ｅ
本
〕
（
遠
島
御
歌
合
・
忍
恋
）



 

『
時
代
不
同
歌
合
』
再
考

69

　
　
　
　
竜
田
山
峰
の
時
雨
の
糸
弱
み
ぬ
け
ど
乱
る
る
四
方
の
紅
葉
ば
　
　
　
　
　〔
Ｆ
本
〕
（
詠
五
百
首
和
歌
・
冬
五
十
首
）

　
二
首
目
・
三
首
目
が
そ
れ
ぞ
れ
二
度
、
Ｅ
本
・
Ｆ
本
の
順
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
渡
邊
健
氏
は
、
そ
の
経
緯
を
、
初
撰

本
の
技
巧
を
駆
使
し
た
複
雑
巧
緻
な
歌
が
晩
年
の
歌
観
に
そ
ぐ
わ
ず
、
二
首
目
に
は
神
へ
の
奉
納
歌
で
あ
る
要
因
を
も
想
定
さ
れ
、
Ｅ
本

へ
と
変
え
た
が
、
な
お
「
配
所
で
の
憂
愁
・
孤
立
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
」
ゆ
え
、
そ
の
要
素
の
な
い
Ｆ
本
へ
と
改
め
た
と
推
定
さ
れ
た

）
9
（

。

　
隠
岐
に
お
け
る
和
歌
は
、
体
験
に
基
づ
く
実
情
・
実
感
の
歌
が
詠
ま
れ
る
一
方
で
、
在
京
時
代
に
引
き
続
き
、
題
詠
歌
も
多
く
詠
ま
れ
、

そ
の
詠
み
ぶ
り
は
、
新
古
今
盛
時
に
先
鋭
化
し
た
趣
向
や
表
現
を
抑
え
、
深
い
優
美
の
追
求
を
理
想
と
す
る
も
の
に
変
じ
て
い
た
。
出
典

の
「
詠
五
百
首
和
歌
」
は
生
涯
の
総
決
算
と
し
て
隠
岐
で
成
立
し
た
定
数
歌
、
『
遠
島
御
歌
合
』
も
晩
年
の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
家

隆
以
下
の
都
の
廷
臣
達
と
催
し
た
机
上
の
歌
合
で
、
上
記
の
題
詠
の
系
譜
に
属
す
る
詠
歌
で
あ
る
。
こ
う
し
た
晩
年
の
和
歌
活
動
の
状
況

に
照
ら
し
、
歌
観
の
差
異
と
配
所
に
お
け
る
実
情
表
現
へ
の
思
惑
を
理
由
と
さ
れ
る
の
は
自
然
で
、
基
本
的
に
穏
当
な
判
断
で
あ
る
。
た

だ
し
、
初
撰
本
の
三
首
は
す
べ
て
、
隠
岐
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
で
厳
し
く
自
歌
を
削
除
し
、
半
数
以
上
減
ら
し
た
後
に
残
す
自
讃
歌
で

あ
り
、
評
価
基
準
の
変
容
は
確
か
で
あ
る
も
の
の
、
改
訂
の
主
因
を
歌
観
の
変
化
に
よ
る
否
定
的
評
価
に
求
め
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
。

　
初
撰
本
の
歌
は
な
ぜ
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
作
品
全
体
の
中
で
考
え
る
時
、
注
目
さ
れ
る
の

は
、
周
辺
の
番
い
の
在
り
方
が
、
そ
こ
ま
で
の
番
い
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 
 

ｂ
　
周
辺
の
歌
の
特
徴

　
院
の
番
い
の
直
前
、
46
組
目
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
選
ば
れ
、
番
え
ら
れ
て
い
る
。
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百
三
十
六
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
道
信
朝
臣

　
　
　
秋
果
つ
る
さ
夜
更
け
方
の
月
見
れ
ば
袖
も
残
ら
ず
露
ぞ
置
き
け
る
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
秋
下
）

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
大
僧
正
行
尊

　
　
　
春
来
れ
ば
袖
の
氷
も
解
け
に
け
り
漏
り
来
る
月
の
宿
る
ば
か
り
に
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
雑
上
）

　
　
　
　
百
三
十
七
番
　
左

　
　
　
限
り
あ
れ
ば
今
日
脱
ぎ
捨
て
つ
藤
衣
果
て
な
き
も
の
は
涙
な
り
け
り
　
　
　
　
　（
拾
遺
・
哀
傷
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜
花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し
　
　
　
　
　
　（
金
葉
・
雑
下
）

　
　
　
　
百
三
十
八
番
　
左

　
　
　
明
け
ぬ
れ
ば
暮
る
る
も
の
と
は
知
り
な
が
ら
な
ほ
恨
め
し
き
朝
ぼ
ら
け
か
な
　
　（
後
拾
遺
・
恋
二
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
草
の
庵
を
何
露
け
し
と
思
ひ
け
む
漏
ら
ぬ
岩
屋
も
袖
は
ぬ
れ
け
り
　
　
　
　
　
　（
金
葉
・
雑
上
）

　
最
初
の
番
い
で
、
左
歌
が
晩
秋
に
月
を
眺
め
て
涙
に
袖
を
濡
ら
す
と
詠
む
の
を
承
け
、
右
歌
が
氷
っ
た
袖
が
春
に
解
け
て
月
が
映
る
と

詠
ん
で
、
左
右
呼
応
す
る
袖
の
涙
の
歌
が
組
ま
れ
、
次
の
番
い
で
、
左
が
喪
の
明
け
に
独
り
涙
す
る
空
し
さ
を
歌
う
の
を
承
け
、
右
で
出

家
者
の
孤
立
す
る
寂
し
さ
が
示
さ
れ
る
。
最
後
の
番
い
は
、
恋
歌
に
お
け
る
後
朝
の
つ
ら
さ
（
左
）
と
仏
道
修
行
の
つ
ら
さ
（
右
）
と
い

う
対
照
的
な
状
況
に
お
け
る
独
り
苦
悩
す
る
思
い
を
等
し
く
し
て
、
い
ず
れ
も
孤
立
す
る
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な
る
組
み
合
わ
せ
と
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
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院
の
番
い
の
直
後
、
48
組
目
も
、

　
　
　
　
百
四
十
二
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
内
侍

　
　
　
寝
覚
め
し
て
誰
か
聞
く
ら
む
こ
の
ご
ろ
の
木
の
葉
に
か
か
る
夜
半
の
時
雨
を
　
　（
千
載
・
冬
）

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
師
時

　
　
　
立
ち
か
へ
り
ま
た
や
問
は
ま
し
山
風
に
花
散
る
こ
ろ
の
人
の
心
を
　
　
　
　
　
　（
新
勅
撰
・
春
上
）

　
　
　
　
百
四
十
三
番
　
左

　
　
　
い
か
な
れ
ば
し
ら
ぬ
に
生
ふ
る
浮
き

蓴
ぬ
な
は

苦
し
や
心
人
知
れ
ず
の
み
　
　
　
　
　
　（
後
拾
遺
・
恋
一
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
立
ち
か
へ
る
人
を
も
何
か
恨
み
ま
し
恋
し
さ
を
だ
に
留
め
ざ
り
せ
ば
　
　
　
　
　（
千
載
・
恋
四
）

　
　
　
　
百
四
十
四
番
　
左

　
　
　
逢
ふ
こ
と
は
こ
れ
や
限
り
の
旅
な
ら
む
草
の
枕
も
霜
枯
れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
恋
三
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
追
ひ
風
に
八
重
の
潮
路
を
行
く
舟
の
ほ
の
か
に
だ
に
も
逢
ひ
見
て
し
か
な
　
　
　（
新
古
今
・
恋
一
）

と
、
最
初
の
番
い
で
、
左
歌
の
冬
か
ら
右
歌
の
春
に
か
け
て
、
終
始
自
身
の
孤
独
を
痛
感
し
、
他
者
を
思
う
姿
が
示
さ
れ
、
次
の
番
い
で
、

人
知
れ
ぬ
苦
し
み
（
左
）
を
承
け
、
立
ち
去
る
人
へ
の
恋
し
さ
（
右
）
が
歌
わ
れ
る
。
さ
ら
に
最
後
の
番
い
で
、
再
会
が
絶
望
的
で
わ
ず

か
で
も
逢
い
た
い
と
す
る
思
い
の
吐
露
へ
と
展
開
す
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
左
歌
の
「
逢
ふ
こ
と
は
こ
れ
や
限
り
」
と
い
う
不
如
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意
な
現
状
の
表
明
を
承
け
て
、
右
歌
で
海
路
を
進
む
舟
を
扱
う
そ
の
取
り
合
わ
せ
と
表
現
が
『
遠
島
百
首
』
に
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な

い
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
も
恋
歌
な
が
ら
、
出
典
・
詞
書
を
省
く
歌
と
し
て
、
読
み
手
に
は
孤
立
す
る
苦
悩
に
沈
む
人
物
が
思
い
浮

か
べ
ら
れ
や
す
い
。
し
か
も
最
後
の
「
追
ひ
風
に
」
の
歌
は
、
作
者
源
師
時
の
唯
一
の
新
古
今
入
集
歌
で
あ
り
、
一
首
目
の
採
用
が
八
代

集
か
ら
選
ぶ
原
則
を
外
れ
て
い
る
こ
と
を
も
踏
ま
え
る
と
、
勅
撰
集
入
集
歌
数
も
乏
し
く
、
決
し
て
重
要
歌
人
で
は
な
い
彼
が
こ
の
位
置

を
占
め
る
の
は
、
当
該
歌
を
据
え
る
狙
い
に
よ
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
47
組
目
を
囲
む
前
後
の
二
組
は
、
隠
岐
に
お
け
る
院
自
身
の
心
境
と
通
ず
る
歌
が
選
ば
れ
、
連
ね
ら
れ
た
と
読
む
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
基
調
が
49
組
目
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

　
　 

49
組
目

　
　
　
　
百
四
十
五
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
染
衛
門

　
　
　
神
無
月
有
明
の
月
の
し
ぐ
る
る
を
ま
た
我
な
ら
ぬ
人
や
見
る
ら
む
　
　
　
　（
詞
花
・
雑
上
）

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殷
富
門
院
大
輔

　
　
　
花
も
ま
た
別
れ
む
春
は
思
ひ
出
で
よ
咲
き
散
る
た
び
の
心
づ
く
し
を
　
　
　（
新
古
今
・
春
下
）

　
　
　
　
百
四
十
六
番
　
左

　
　
　
や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も
の
を
さ
夜
更
け
て
傾
く
ま
で
の
月
を
見
し
か
な
　（
後
拾
遺
・
恋
二
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
今
は
と
て
見
ざ
ら
む
秋
の
空
ま
で
も
思
へ
ば
悲
し
夜
半
の
月
影
　
　
　
　
　（
新
勅
撰
・
雑
一
）

　
　
　
　
百
四
十
七
番
　
左
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五
月
雨
の
空
だ
に
澄
め
る
月
影
に
涙
の
雨
は
晴
る
る
間
も
な
し
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
雑
上
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
消
え
ぬ
べ
き
露
の
わ
が
身
の
置
き
所
い
づ
れ
の
野
辺
の
草
葉
な
る
ら
む
　
　（
殷
富
門
院
大
輔
集
）

　
こ
こ
に
特
に
留
意
さ
れ
る
の
は
、
右
の
殷
富
門
院
大
輔
の
詠
歌
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
寿
永
百
首
歌
集
の
歌
で
、
一
首
目
は
自
ら
死

を
迎
え
る
際
の
花
へ
の
思
い
、
二
首
目
も
臨
終
に
死
後
を
思
う
つ
ら
さ
を
詠
み
、
三
首
目
で
我
が
身
の
死
に
場
所
に
思
い
を
馳
せ
て
、
す

べ
て
死
に
伴
う
無
常
を
テ
ー
マ
と
す
る
。

　
対
す
る
左
の
赤
染
衛
門
の
歌
は
、
一
・
二
首
目
に
眠
れ
ず
に
月
を
見
て
明
か
す
空
し
さ
が
扱
わ
れ
る
。
二
首
目
は
周
知
の
代
詠
の
恋
歌
な

が
ら
、
こ
の
位
置
で
印
象
付
け
ら
れ
る
の
は
眠
れ
ぬ
苦
し
さ
で
あ
る
。
三
首
目
も
月
を
扱
い
、
涙
に
曇
り
続
け
る
現
状
が
明
示
さ
れ
る
。

こ
の
三
首
目
は
亡
き
夫
匡
衡
の
追
悼
詠
で
あ
り
、
右
歌
と
相
俟
っ
て
哀
傷
性
の
強
い
無
常
の
提
示
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
47
組
目
の
周
辺
の
歌
々
を
読
み
通
し
て
み
る
と
、
こ
の
基
調
は
、
後
鳥
羽
院
の
相
手
で
あ
っ
た
具
平
親
王
の
歌
の
属
性
と
等

し
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
く
る
。
孤
立
す
る
日
々
、
誰
に
も
逢
え
ず
に
、
苦
し
み
の
果
て
に
死
を
も
思
う
不
安
が
連
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 

ｃ
　
差
し
替
え
の
理
由

　
こ
れ
ら
の
確
認
の
上
に
、
47
組
目
の
院
自
身
の
差
し
替
え
の
最
終
形
（
Ｆ
本
）
を
読
み
直
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
百
三
十
九
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
務
卿
具
平
親
王



74

　
　
　
命
あ
ら
ば
ま
た
も
逢
ひ
見
む
春
な
れ
ど
忍
び
難
く
て
暮
ら
し
つ
る
か
な

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
詠
（
後
鳥
羽
院
）

　
　
　
桜
咲
く
遠
山
鳥
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
日
も
飽
か
ぬ
色
か
な

　
　
　
　
百
四
十
番
　
左

　
　
　
夕
さ
れ
ば
荻
吹
く
風
の
音
ま
さ
る
今
は
た
い
か
に
寝
覚
め
せ
ら
れ
ん

　
　
　
　
　
右

　
　
　
ひ
さ
か
た
の
桂
の
か
げ
に
鳴
く
鹿
は
光
を
か
け
て
声
ぞ
さ
や
け
き

　
　
　〔 

初
撰
本
　
秋
の
露
や
袂
に
い
た
く
結
ぶ
ら
む
長
き
夜
飽
か
ず
宿
る
月
か
な
〕

　
　
　
　
百
四
十
一
番
　
左

　
　
　
世
に
経
れ
ば
物
思
ふ
と
し
も
な
け
れ
ど
も
月
に
幾
度
な
が
め
し
つ
ら
ん

　
　
　
　
　
右

　
　
　
竜
田
山
峰
の
時
雨
の
糸
弱
み
ぬ
け
ど
乱
る
る
四
方
の
紅
葉
ば

　
　
　〔 

初
撰
本
　
袖
の
露
も
あ
ら
ぬ
色
に
ぞ
消
え
返
る
移
れ
ば
変
は
る
嘆
き
せ
し
間
に
〕

　
太
傍
線
を
付
し
た
再
撰
本
の
二
首
は
、
古
歌
を
摂
取
し
た
初
撰
本
の
歌
か
ら
転
じ
、
い
ず
れ
も
技
巧
を
抑
え
、
広
い
空
間
の
中
に
月
下

の
鹿
鳴
・
雨
中
の
落
葉
を
鋭
敏
な
感
覚
で
捉
え
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
新
古
今
歌
風
か
ら
新
勅
撰
歌
風
へ
の
流
れ
に
即
す
る
差

し
替
え
と
括
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
初
撰
本
の
両
歌
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
院
自
讃
歌
で
あ
り
、
そ
の
自
信
作
ゆ
え
に
、
見
て
き
た
よ
う
な
哀
傷
性
・
無
常
性
の
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強
い
基
調
の
中
に
置
き
、
屈
す
る
こ
と
の
な
い
自
己
を
示
す
意
味
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
が
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
歌
自
体
の
評

価
の
差
異
に
よ
る
以
上
に
、
そ
の
場
に
置
か
れ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
既
述
の
通
り
、
質
実
・
温
雅
に
し
て
平
明
を
基
調
と
す
る
歌
風
が
時
代
の
主
流
と
な
っ
て
く
る
と
、
巧
緻
・
複
雑
な
重
層
す
る
世
界
を

真
に
理
解
し
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
な
り
、
読
者
に
歌
の
真
意
が
伝
わ
ら
な
い
危
う
さ
が
生
じ
て
く
る
。
詞
書
も
出
典
も
示

さ
れ
な
い
初
撰
本
の
後
鳥
羽
院
の
二
首
目
・
三
首
目
は
、
王
朝
和
歌
と
の
関
わ
り
が
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
泣
き
濡
れ
る
嘆
き
は
、
周
り

の
歌
々
と
同
様
に
院
自
身
の
苦
境
と
重
ね
て
味
わ
わ
れ
兼
ね
な
い
。
と
す
れ
ば
、
寓
意
に
徹
す
る
作
意
は
意
味
を
持
た
ず
、
作
品
は
変
質

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
差
し
替
え
は
、
最
晩
年
に
お
け
る
理
想
の
和
歌
を
示
す
狙
い
に
よ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
〈
特
異
〉
の
寓
意
が
機
能
せ
ず
に
破
綻
す

る
危
険
の
回
避
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

イ
　
赤
染
衛
門
の
差
し
替
え

　
で
は
赤
染
衛
門
歌
の
差
し
替
え
は
ど
う
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
49
組
目

　
　
　
　
百
四
十
五
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
染
衛
門

　
　
　
神
無
月
有
明
の
月
の
し
ぐ
る
る
を
ま
た
我
な
ら
ぬ
人
や
見
る
ら
ん

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殷
富
門
院
大
輔

　
　
　
花
も
ま
た
別
れ
ん
春
は
思
ひ
出
で
よ
咲
き
散
る
度
の
心
づ
く
し
を



76

　
　
　
　
百
四
十
六
番
　
左

　
　
　
常
よ
り
も
ま
た
濡
れ
添
ひ
し
袂
か
な
昔
を
か
け
て
落
ち
し
涙
に

　
　
　〔 
初
撰
本
　
や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も
の
を
さ
夜
ふ
け
て
か
た
ぶ
く
ま
で
の
月
を
見
し
か
な
〕

　
　
　
　
　
右

　
　
　
今
は
と
て
見
ざ
ら
ん
秋
の
空
ま
で
も
思
へ
ば
悲
し
夜
半
の
月
影

　
　
　
　
百
四
十
七
番
　
左

　
　
　
う
つ
ろ
は
で
し
ば
し
信
太
の
森
を
見
よ
か
へ
り
も
ぞ
す
る
葛
の
裏
風

　
　
　〔 

初
撰
本
　
五
月
雨
の
空
だ
に
澄
め
る
月
影
に
涙
の
雨
は
晴
る
る
間
も
な
し
〕

　
　
　
　
　
右

　
　
　
消
え
ぬ
べ
き
露
の
わ
が
身
の
置
き
所
い
づ
れ
の
野
辺
の
草
葉
な
る
ら
ん

　
二
首
目
の
右
「
今
は
と
て
～
」
の
歌
は
既
述
の
通
り
、
殷
富
門
院
大
輔
が
死
の
意
識
に
後
世
ま
で
思
う
悲
し
み
を
歌
う
の
に
対
し
、
差

し
替
え
ら
れ
た
左
「
常
よ
り
も
～
」
の
歌
も
「
昔
を
か
け
て
」
と
過
去
を
思
い
や
り
涙
す
る
内
容
を
詠
み
、
左
右
は
過
去
と
未
来
へ
の
思

い
で
照
応
す
る
。
こ
の
差
し
替
え
歌
は
、
亡
き
一
条
院
や
夫
匡
衡
の
活
躍
し
た
昔
を
思
う
哀
傷
の
歌
で
あ
り
、
初
撰
本
よ
り
も
左
右
の
関

わ
り
方
が
自
然
と
な
る
。

　
対
し
て
三
首
目
の
差
し
替
え
歌
は
、
和
泉
式
部
へ
の
忠
告
を
詠
む
有
名
な
歌
で
あ
り
、
そ
の
詞
書
を
離
れ
て
自
立
す
る
一
首
で
は
な
い
。

初
撰
本
の
番
い
の
ほ
う
が
死
の
無
常
を
基
軸
に
左
右
連
な
っ
て
自
然
で
あ
る
の
に
、
む
し
ろ
連
関
性
は
希
薄
に
な
る
変
更
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
こ
の
歌
に
差
し
替
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
絞
り
難
い
も
の
の
、
既
述
の
よ
う
な
院
自
詠
の
改
訂
の
性
格
と
関
わ



 

『
時
代
不
同
歌
合
』
再
考

77

ら
せ
る
と
、
無
常
に
貫
か
れ
る
強
さ
を
抑
制
す
る
狙
い
が
推
測
さ
れ
る
。
信
太
の
森
や
葛
を
吹
く
風
に
右
歌
の
素
材
を
併
せ
、
草
葉
の
揺

れ
る
野
辺
の
景
を
統
一
的
に
描
く
こ
と
で
、
哀
傷
の
強
さ
を
緩
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
狙
い
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
占
め

る
位
置
か
ら
は
、
続
く
巻
軸
の
和
泉
式
部
へ
の
繋
が
り
を
持
た
せ
る
働
き
が
考
え
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
存
す
る
。

 

ウ
　
巻
末
部
分
に
お
け
る
改
訂

　
以
上
、
見
て
き
た
改
訂
は
、
初
撰
本
が
後
鳥
羽
院
歌
の
周
辺
か
ら
巻
軸
に
か
け
て
、
死
を
含
む
別
離
や
再
会
の
絶
望
等
の
憂
愁
を
基
調

と
す
る
中
に
置
い
た
こ
と
が
理
由
と
な
る
院
自
詠
の
差
し
替
え
で
あ
り
、
そ
れ
と
連
動
す
る
赤
染
衛
門
の
差
し
替
え
で
あ
っ
た
と
見
て
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
推
測
は
巻
軸
の
第
50
組
目
の
番
い
か
ら
も
補
強
さ
れ
る
。

　
　 

50
組
目

　
　
　
　
百
四
十
八
番
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
式
部

　
　
　
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
　
　（
拾
遺
・
哀
傷
）

　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
卿

　
　
　
色
変
へ
ぬ
竹
の
葉
白
く
月
さ
え
て
積
も
ら
ぬ
雪
を
払
ふ
秋
風
　
　
　
　
　（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
月
前
竹
風
）

　
　
　
　
百
四
十
九
番
　
左

　
　
　
も
ろ
と
も
に
苔
の
下
に
は
朽
ち
ず
し
て
埋
も
れ
ぬ
名
を
見
る
ぞ
悲
し
き
　（
金
葉
・
雑
下
）
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右

　
　
　
霜
を
待
つ

籬
ま
が
き

の
菊
の
宵
の
間
に
置
き
ま
よ
ふ
色
は
山
の
端
の
月
　
　
　
　（
新
古
今
・
秋
下
）

　
　
　
　
百
五
十
番
　
左

　
　
　
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
魂た

ま

か
と
ぞ
見
る
　
　（
後
拾
遺
・
雑
六
〔
神
祇
〕
）

　
　
　
　
　
右

　
　
　
唐
錦
秋
の
形
見
や
竜
田
山
散
り
あ
へ
ぬ
枝
に
嵐
吹
く
な
り
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
冬
）

　
左
の
和
泉
式
部
歌
は
、
煩
悩
の
闇
に
迷
い
（
一
首
目
）
、
娘
の
小
式
部
内
侍
を
亡
く
し
（
二
首
目
）
、
男
に
忘
れ
ら
れ
て
貴
布
禰
に
詣
で

た
折
（
三
首
目
）
の
、
す
べ
て
無
常
に
関
わ
る
切
実
な
物
思
い
を
詠
む
歌
で
あ
る
。
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
一
・
三
首
目
に
「
隠
岐
の
院
の
苦
悶

に
も
通
じ
」
た
「
共
鳴
」
を
読
ま
れ
た
よ
う
に

）
10
（

、
先
に
見
た
巻
末
の
46
組
目
以
降
の
基
調
を
受
け
継
ぐ
歌
々
で
あ
る
。

　
対
し
て
右
の
宮
内
卿
の
歌
は
、
文
字
通
り
四
季
の
歌
と
し
て
自
立
す
る
題
詠
歌
で
、
一
・
二
首
目
は
竹
や
菊
を
扱
う
に
、
月
光
を
雪
や
霜

と
取
り
合
わ
せ
、
清
ら
か
な
色
を
対
比
さ
せ
て
、
凛
と
し
た
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
秋
の
歌
で
あ
る
。
一
首
目
は
『
新
古
今
集
』
に
収
め
ら

れ
な
い
歌
な
が
ら
採
用
さ
れ
、
二
首
目
は
調
べ
の
重
視
と
繊
細
な
把
握
が
知
ら
れ
て
、
と
も
に
院
の
愛
好
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。
三
首
目

に
は
錦
の
「
美
を
切
り
裂
く
」
嵐
の
「
逆
説
的
な
美
」
も
読
ま
れ
て

）
11
（

、
新
古
今
歌
壇
の
新
鋭
ら
し
い
秀
歌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
早
逝
し

た
宮
内
卿
へ
の
鍾
愛
が
院
終
生
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
り
、
和
泉
式
部
歌
と
の
対
照
性
を
示
す
歌
に
よ
る
結
番
の
方
法

は
、
初
撰
本
の
後
鳥
羽
院
自
身
の
番
い
と
全
く
等
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
が
改
訂
さ
れ
な
い
の
は
、
誤
読
さ
れ
る

懸
念
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
三
首
が
描
く
景
は
そ
れ
ぞ
れ
和
泉
式
部
の
哀
調
を
増
幅
さ
せ
る
働
き
を
備
え
て
、
番
い
の
相
関
も
熟
慮
さ
れ
た
と
思
し
く
、
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編
者
会
心
の
選
歌
・
結
番
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
先
掲
七
四
頁
の
院
自
詠
の
改
訂
の
最
終
形
は
、
二
首
目
の
静
寂
な
空
間
の
澄
み
わ
た
る
月
下
に
響
く
鹿
鳴
の
把
握
が
、
宮
内
卿

の
一
・
二
首
目
の
秋
夜
冴
え
た
月
光
の
中
に
清
ら
か
な
自
然
を
捉
え
る
方
法
と
近
く
、
三
首
目
の
竜
田
山
の
紅
葉
が
乱
れ
る
冬
の
景
を
扱
う

の
は
、
宮
内
卿
の
三
首
目
と
全
く
等
し
い
。
こ
れ
ら
の
偶
然
の
結
果
と
は
考
え
に
く
い
近
さ
は
、
差
し
替
え
の
際
に
宮
内
卿
歌
が
念
頭
に

置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三

　
で
は
、
そ
の
他
の
差
し
替
え
歌
は
ど
う
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
11
組
目
右
　
権
中
納
言
定
家
（
一
首
）

　
　
33
組
目
右
　
藤
原
秀
能
（
二
首
）

　
　
38
組
目
右
　
寂
蓮
法
師
（
二
首
）

　
　
39
組
目
左
　
高
内
侍
（
一
首
）

　
　
41
組
目
右
　
藤
原
基
俊
（
一
首
）

　
　
44
組
目
右
　
大
蔵
卿
有
家
（
一
首
）

　
六
歌
人
、
計
八
首
に
及
ぶ
こ
れ
ら
の
事
例
を
通
読
し
て
、
前
節
の
よ
う
な
推
測
を
加
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
種
々
想
定

さ
れ
、
番
い
の
「
な
め
ら
か
さ
」
を
目
指
す
狙
い
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
12
（

。
各
例
に
即
し
て
、
考
え
て
み
よ
う
。
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以
下
、
初
撰
本
と
再
撰
本
の
歌
を
略
称
を
冠
し
て
併
記
し
、
比
べ
読
む
と
、
ま
ず
最
初
の
定
家
の
例
は
、

　
　
初
　
さ
む
し
ろ
や
待
つ
夜
の
秋
の
風
更
け
て
月
を
片
敷
く
宇
治
の
橋
姫
　
　（
新
古
今
・
秋
上
）

　
　
再
　
小
倉
山
し
ぐ
る
る
頃
の
朝
な
朝
な
昨
日
は
う
す
き
四
方
の
紅
葉
ば
　
　（
続
後
撰
・
秋
下
）

と
、
用
語
・
趣
向
と
も
に
新
古
今
的
歌
風
の
典
型
を
示
す
初
撰
本
の
歌
が
、
晩
秋
の
自
然
の
移
ろ
い
を
平
明
に
鋭
く
捉
え
た
歌
に
差
し
替

え
ら
れ
る
。
再
撰
本
の
歌
は
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
（
前
稿
本
）
』
中
の
定
家
自
讃
歌
で
、
院
も
隠
岐
で
編
む
『
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
』

に
収
め
て
評
価
す
る
。
理
由
は
、
先
述
の
院
自
詠
と
同
様
に
歌
観
の
変
容
に
求
め
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
定
家
は
本
作
の
成
立
を
含
め
、

最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
院
が
終
生
最
も
意
識
し
続
け
た
人
物
で
あ
り
、
久
保
田
淳
氏
に
よ
り
、
定
家
の
反
応
を
見
た
か
っ
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
、
そ
の
時
す
で
に
院
勘
は
解
か
れ
、
「
院
の
心
と
し
て
は
定
家
と
和
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
推
測
も
な
さ
れ
て
い

る
）
13
（

。
　
親
疎
変
じ
る
複
雑
な
関
係
を
築
く
定
家
と
異
な
り
、
後
鳥
羽
院
の
厚
遇
を
受
け
続
け
た
の
が
秀
能
で
、
差
し
替
え
は
二
例
に
及
ぶ
。

　
　
初
　
久
方
の
雲
居
を
指
し
て
行
く
雁
（
鶴
）
は
天
の
川
原
に
今
ぞ
鳴
く
な
る
　
　（
如
願
法
師
集
）

　
　
再
　
身
に
か
へ
て
思
ふ
も
苦
し
桜
花
咲
か
ぬ
み
山
に
宿
求
め
て
む
　
　
　
　
　
　（
遠
島
御
歌
合
・
山
桜
）

　
　
初
　
露
を
だ
に
今
は
形
見
の
藤
衣
あ
だ
に
も
袖
を
吹
く
嵐
か
な
　
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
哀
傷
）

　
　
再
　
吹
く
風
の
色
こ
そ
見
え
ね
高
砂
の
尾
の
上
の
松
に
秋
は
来
に
け
り
　
　
　
　（
新
古
今
・
秋
上
）



 

『
時
代
不
同
歌
合
』
再
考

81

　
一
首
目
の
差
し
替
え
歌
は
、
『
遠
島
御
歌
合
』
出
詠
歌
で
あ
り
、
既
述
の
通
り
、
後
鳥
羽
院
が
隠
岐
で
催
し
た
机
上
の
歌
合
で
あ
る
。
先

の
院
の
差
し
替
え
歌
と
同
様
に
改
訂
時
の
最
近
詠
と
し
て
の
秀
作
と
し
て
、
院
自
ら
記
す
歌
合
判
詞
に
「
上
下
の
句
、
よ
ろ
し
く
聞
ゆ
」

と
評
し
て
お
り
、
「
山
桜
」
題
で
花
へ
の
愛
惜
を
花
無
き
山
へ
の
志
向
で
表
す
着
想
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
二
首
目
の
初
撰
本
歌
は
、
父
親
の
喪
中
の
哀
傷
歌
で
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
の
『
後
鳥
羽
院
当
座
歌
合
』
に
出
詠
さ
れ
、
『
新
古
今

集
』
に
切
り
入
れ
ら
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
院
の
評
価
が
高
く
、
後
代
に
は
兄
秀
康
が
入
集
の
面
目
を
羨
望
し
た
と
い
う
逸
話
も

残
る
（
『
井
蛙
抄
』
）
。
そ
の
兄
秀
康
が
承
久
の
乱
で
敗
死
す
る
院
方
の
大
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
ら
せ
れ
ば
説
話
的
な
興
味
も
広
が
る

が
、
差
し
替
え
の
理
由
は
絞
り
に
く
い
。
た
だ
し
、
再
撰
本
の
歌
が
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
の
「
高
砂
」
題
の
院
に
よ
る
合
点
歌
で
あ

り
、
初
撰
本
の
強
風
に
涙
が
払
わ
れ
る
悲
傷
の
歌
よ
り
も
、
涼
風
に
印
象
鮮
明
な
景
が
描
か
れ
る
歌
の
ほ
う
が
後
代
に
残
す
べ
き
代
表
詠

に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
、
差
し
替
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
秀
能
同
様
に
、
二
首
差
し
替
え
ら
れ
た
寂
蓮
も
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
が
「
真
実
の
堪
能
」
と
評
す
る
通
り
、
院
の
評
価
を
得
た
歌
人

で
あ
る
。
そ
の
一
首
目
は
、

　
　
初
　
葛
城
や
高
間
の
桜
咲
き
に
け
り
竜
田
の
奥
に
か
か
る
白
雲
　
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
春
上
）

　
　
再
　
暮
れ
て
行
く
春
の
み
な
と
は
知
ら
ね
ど
も
霞
に
落
つ
る
宇
治
の
柴
舟
　
　
　（
新
古
今
・
春
下
）

と
い
う
差
し
替
え
で
、
初
撰
本
の
歌
は
、
『
御
口
伝
』
に
通
常
は
詠
ま
な
い
「
た
け
」
あ
る
歌
を
「
い
ざ
」
「
詠
ま
む
」
と
し
て
生
み
出
し

た
と
い
う
驚
異
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
作
為
性
を
優
先
さ
せ
る
そ
の
詠
歌
態
度
を
問
題
視
し
、
作
る
の
で
は
な
く
詠
む
も

の
と
し
て
の
和
歌
の
評
価
に
基
づ
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
再
撰
本
の
歌
は
、
本
歌
取
り
の
技
巧
を
用
い
つ
つ
、
消
え
ゆ
く
舟
を
春



82

の
象
徴
と
し
て
奥
行
き
深
い
景
に
仕
立
て
た
「
真
実
の
堪
能
」
ら
し
い
寂
蓮
本
来
の
秀
歌
で
あ
る
。

　
二
首
目
は
、

　
　
初
　
恨
み
わ
び
待
た
じ
今
は
の
身
な
れ
ど
も
思
ひ
慣
れ
に
し
夕
暮
の
空
　
　
　
　（
新
古
今
・
恋
四
）

　
　
再
　
思
ひ
あ
れ
ば
袖
に
蛍
を
包
み
て
も
言
は
ば
や
も
の
を
と
ふ
人
は
な
し
　
　
　（
新
古
今
・
恋
一
）

と
い
う
差
し
替
え
で
あ
る
。
初
撰
本
の
歌
は
恋
歌
で
、
苦
し
い
段
階
に
至
っ
た
時
点
を
詠
む
の
に
対
し
、
再
撰
本
で
は
初
期
の
段
階
の
歌

に
替
え
ら
れ
て
い
る
。

　
同
じ
例
と
し
て
、
高
内
侍
の
、

　
　
初
　
夢
と
の
み
思
ひ
慣
れ
に
し
世
の
中
を
何
今
更
に
驚
か
す
ら
む
　
　
　
　
　
　（
拾
遺
・
雑
賀
）

　
　
再
　
暁
の
露
は
枕
に
置
き
け
る
を
草
葉
の
上
と
何
思
ひ
け
む
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
拾
遺
・
恋
二
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
撰
本
の
出
典
は
「
雑
賀
」
に
属
す
る
が
、
こ
れ
は
恋
の
歌
で
あ
り
、
寂
蓮
歌
同
様
に
恋
歌
と
し
て
の
差
し
替
え
で
あ

る
。
と
も
に
秀
歌
と
し
て
問
題
点
を
見
出
し
難
く
、
多
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
先
の
和
泉
式
部
歌
で
樋
口
芳
麻
呂
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
た
選
歌
の
際
の
編
者
、
後
鳥
羽
院
の
思
惑
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
寂
蓮
の
「
恨
み
わ
び
待
た
じ
今
は
」
と
か
、
高
内
侍
の
「
夢
と
の
み

思
ひ
慣
れ
に
し
世
の
中
」
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
追
い
や
ら
れ
た
状
態
の
歌
は
、
選
歌
の
時
点
で
編
者
の
共
感
を
呼
び
や
す
か
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
冷
静
な
立
場
か
ら
激
情
に
傾
か
な
い
歌
に
差
し
替
え
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
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有
家
の
歌
の
差
し
替
え
も
、

　
　
初
　
物
思
は
で
た
だ
お
ほ
か
た
の
露
に
だ
に
濡
る
れ
ば
濡
る
る
秋
の
袂
を
　
　
　（
新
古
今
・
恋
四
）

　
　
再
　
夢
通
ふ
道
さ
へ
絶
え
ぬ
呉
竹
の
伏
見
の
里
の
雪
の
下
折
れ
　
　
　
　
　
　
　（
新
古
今
・
冬
）

そ
れ
と
同
様
に
、
尋
常
で
は
な
く
泣
き
濡
れ
る
涙
の
暗
示
を
避
け
て
、
静
寂
な
冬
の
景
の
歌
へ
と
替
え
た
も
の
と
思
し
い
。
以
上
の
三
例

は
、
秀
歌
と
し
て
の
評
価
に
差
異
を
認
め
難
く
、
扱
わ
れ
た
素
材
や
表
現
の
差
か
ら
、
気
に
な
る
強
さ
・
激
し
さ
を
抑
え
る
方
向
へ
差
し

替
え
た
も
の
と
読
ん
で
お
き
た
い
。

　
最
後
に
、
基
俊
の
例
は
、

　
　
初
　
か
つ
見
れ
ど
な
ほ
ぞ
恋
し
き
わ
ぎ
も
こ
が
ゆ
つ
の
爪つ

ま

櫛ぐ
し

い
か
が
さ
さ
ま
し
　
　（
新
勅
撰
・
恋
三
）

　
　
再
　
木
の
間
よ
り
領ひ

巾れ

振
る
袖
を
よ
そ
に
見
て
い
か
が
は
す
べ
き
松ま

つ

浦ら

佐さ

用よ

姫ひ
め

　
　（
千
載
・
恋
四
）

と
い
う
差
し
替
え
で
あ
る
。
両
歌
と
も
古
代
神
話
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
素
材
が
理
由
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
初
撰
本

の
歌
は
素
戔
嗚
尊
が
奇
稲
田
姫
を
「
ゆ
つ
の
爪
櫛
」
に
変
身
さ
せ
た
神
話
に
基
づ
く
も
の
で
、
素
材
も
語
彙
も
先
例
に
乏
し
い
。
院
の
自

詠
に
用
例
が
あ
る
（
「
詠
五
百
首
和
歌
」
九
七
六
）
ゆ
え
、
こ
れ
も
判
断
は
容
易
で
は
な
い
が
、
当
該
歌
は
出
詠
時
か
ら
解
釈
に
議
論
が
続

く
難
解
な
歌
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
技
巧
を
離
れ
、
温
雅
に
し
て
平
明
な
詠
歌
を
是
と
す
る
時
代
に
お
い
て
、
先
例
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に
乏
し
い
故
事
を
摂
取
し
た
歌
の
正
当
な
受
容
が
困
難
に
な
る
危
う
さ
を
避
け
る
の
が
主
要
な
理
由
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は

再
撰
本
の
歌
が
、
長
く
詠
み
継
が
れ
て
周
知
の
松
浦
佐
用
姫
伝
説
を
扱
う
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
四

　
以
上
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
の
改
訂
に
つ
き
、
個
々
の
実
態
を
検
討
し
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
き
た
。
そ
れ
ら
各
部
分
の
推
測
を
総
合
し

て
、
作
品
全
体
に
関
わ
る
改
訂
の
根
本
的
な
動
機
を
考
え
れ
ば
、
冒
頭
部
分
に
限
定
さ
れ
る
歌
人
の
組
み
替
え
と
末
尾
部
分
の
後
鳥
羽
院

自
詠
を
含
む
複
数
の
差
し
替
え
が
果
た
す
役
割
は
重
く
、
し
か
も
相
互
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
施
さ
れ
た
配
流
体
験
の
特
異
性
を

徹
し
て
暗
示
す
る
表
現
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
に
発
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
理
想
と
す

る
和
歌
の
推
移
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　『
時
代
不
同
歌
合
』
を
完
成
さ
せ
た
の
ち
、
院
の
孤
島
暮
ら
し
に
終
わ
り
は
見
え
ず
、
帰
京
の
夢
も
厳
し
く
な
る
中
、
心
中
に
は
諦
念
が

兆
し
、
揺
れ
る
心
情
も
次
第
に
鎮
静
化
す
る
。
呼
応
す
る
よ
う
に
、
新
古
今
盛
時
以
降
、
唯
美
・
巧
緻
な
表
現
性
の
豊
か
さ
か
ら
質
実
・

平
明
な
奥
深
い
優
美
さ
へ
と
転
じ
て
き
た
和
歌
の
理
想
の
変
化
も
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
あ
る
べ
き
歌
風
を
評
価
の
基
準
に
、

冷
静
な
立
場
か
ら
見
直
し
が
図
ら
れ
る
と
、
趣
向
優
先
の
態
度
や
巧
み
に
過
ぎ
る
表
現
等
が
気
に
な
る
一
方
で
、
自
讃
歌
な
が
ら
真
意
が

正
し
く
把
握
さ
れ
な
い
事
態
が
想
定
さ
れ
、
た
め
に
〈
暗
示
〉
が
〈
明
示
〉
に
変
じ
る
危
惧
も
生
じ
た
こ
と
が
改
訂
に
向
か
う
契
機
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
本
作
は
、
歴
代
秀
歌
の
集
成
と
い
う
〈
普
遍
〉
へ
の
志
向
を
、
編
む
主
体
の
〈
特
異
〉
に
裏
打
ち
さ
せ
て
貫

く
と
い
う
企
図
に
発
し
た
、
編
者
の
思
い
入
れ
の
強
い
秀
歌
撰
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
〈
特
異
〉
を
示
す
に
〈
暗
示
〉
に
徹
す
る
の
は
、
特
殊
状
況
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
古
代
か
ら
続
く
和
歌
史
を
踏
ま
え
て
各
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時
代
の
秀
歌
を
偏
り
な
く
集
成
す
る
作
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
空
前
の
規
模
の
歌
仙
秀
歌
撰
を
企
図
し
、
そ
れ
を
自

己
の
評
価
基
準
か
ら
、
最
も
優
れ
た
構
造
の
作
に
創
り
上
げ
る
の
が
本
作
編
集
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
端
は
各
歌
の
出
典
と
そ
の
部
立
か
ら
窺
え
る
の
で
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

 

ア
　
和
歌
の
出
典

　
三
〇
〇
首
の
出
典
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
参
考
の
た
め
『
百
人
秀
歌
』
『
百
人
一
首
』
の
デ
ー
タ
を
付
載
す
る
）
。

初
撰
本
（
百
分
比
）

再
撰
本

百
人
秀
歌

百
人
一
首

万
葉
集

1

1

／

／

古
今
集

37
（
12
）

37

24

24

後
撰
集

25
（
8
）

25

6

6

拾
遺
集

26
（
9
）

25

11

11

後
拾
遺
集

24
（
8
）

24

15

14

金
葉
集

17
（
6
）

17

6

5

詞
花
集

11
（
4
）

11

5

5

千
載
集

39
（
13
）

41

14

15

新
古
今
集

104
（
35
）

101

16

14

新
勅
撰
集

10
（
3
）

9

4

4

続
後
撰
集

／

1

／

2
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歌
人
の
左
右
の
配
属
は
、
八
代
集
の
初
出
歌
集
を
基
準
に
三
代
集
歌
人
が
左
、
そ
れ
以
外
が
右
と
な
る
た
め
、
出
典
も
八
代
集
を
基
本

と
す
る
。
そ
の
内
実
を
見
る
と
、
『
新
古
今
集
』
が
全
体
の
三
分
の
一
を
越
え
、
そ
れ
以
外
の
集
は
『
古
今
集
』
・
『
千
載
集
』
を
多
目
に
概

ね
集
の
規
模
に
応
じ
た
割
合
に
配
分
さ
れ
て
い
る
（
初
撰
本
欄
の
括
弧
内
は
各
集
総
数
の
三
分
の
一
の
値
〔
小
数
点
以
下
第
一
位
四
捨
五

入
〕
で
、
全
体
に
対
す
る
百
分
比
と
一
致
す
る
）
。
参
考
ま
で
に
『
百
人
秀
歌
』
・
『
百
人
一
首
』
と
比
較
す
る
と
、
両
作
と
も
『
古
今
集
』

が
二
四
首
と
最
も
多
く
、
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
、
『
新
古
今
集
』
は
『
後
拾
遺
集
』
・
『
千
載
集
』
と
同
程
度
の
割
合
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
対
し
て
本
作
は
、
隠
岐
本
に
至
る
思
い
入
れ
の
深
さ
か
ら
も
当
然
な
が
ら
『
新
古
今
集
』
を
重
視
し
つ
つ
、
八
代
集
の
歴
史
を
踏

ま
え
た
均
衡
の
よ
い
採
用
と
な
っ
て
お
り
、
目
配
り
の
細
や
か
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
初
撰
本
の
欄
に
示
す
通
り
、
当
初
か
ら
『
万
葉
集
』
歌
一
首
と
『
新
古
今
集
』
成
立
以
降
の
歌
も
選
ば
れ
、
そ
れ
も
十

数
首
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
事
実
は
重
要
で
、
選
歌
は
編
集
時
現
在
の
編
者
の
評
価
に
基
づ
い
て
お
り
、
た
め
に
改
訂
も
再
撰
本
欄
に
見

る
通
り
、
後
の
『
続
後
撰
集
』
収
載
の
定
家
の
歌
（
建
保
五
年
〔
一
二
一
七
〕
成
立
）
、
及
び
後
鳥
羽
院
・
秀
能
の
『
遠
島
御
歌
合
』
出
詠

歌
を
採
用
す
る
。
先
に
見
た
人
間
関
係
の
深
さ
に
由
来
し
て
い
た
定
家
・
秀
能
の
差
し
替
え
は
、
収
載
範
囲
を
可
能
な
限
り
改
訂
時
現
在

に
合
わ
せ
る
た
め
の
改
訂
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

イ
　
和
歌
の
性
格
│
出
典
に
お
け
る
部
立
│

歌
合

1

3

／

／

家
集

4

4

／

／

未
詳

1

1

／

／



 

『
時
代
不
同
歌
合
』
再
考

87

　
次
に
各
歌
が
出
典
歌
集
の
ど
の
部
立
に
収
め
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
。

　
初
撰
本

再
撰
本
（
百
分
比
）

百
人
秀
歌

百
人
一
首

春

33

34
（
11
）

8

6

夏

12

109
〔
36
％
〕

12
（
4
）

4

34
％

4

秋

43

43
（
14
）

16

16

冬

21

23
（
8
）

6

6

恋

110
　
　
110
〔
36
％
〕

109
（
36
）

43
　
　
43
％

43

雑

39

38
（
13
）

18

20

雑
秋

1

1

／

／

雑
恋

1
　
　
42

1 

／

／

雑
賀

1

／

／

24
％

／

賀

3
　
　
　
　
81 

3
（
1
）

／

／

哀
傷

16
　
　
　
　〔
27
％
〕

16
（
5
）

1

／

離
別

5

5
（
2
）

1

1

羇
旅

11
　
　
39

11
（
4
）

4

4

釈
教

3

3
（
1
）

／

／

神
祇

1

1

／

／

（
神
祇
は
『
後
拾
遺
集
』
巻
第
二
十
雑
六
の
下
位
分
類
）

34
（
11
）

8

109
〔
36
％
〕

12
（
4
）

4

43
（
14
）

16

23
（
8
）

6

　
　
110
〔
36
％
〕

109
（
36
）

43
　
　

38
（
13
）

18

1

／

　
　
42

1

／

／

／

　
　
　
　
81

3
（
1
）

／

　
　
　
　〔
27
％
〕

16
（
5
）

1

5
（
2
）

1

　
　
39

11
（
4
）

4

3
（
1
）

／

1

／
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こ
の
表
で
ま
ず
留
意
さ
れ
る
の
は
、
初
撰
本
の
欄
に
示
す
通
り
、
四
季
歌
と
恋
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
三
割
半
ば
（
36
％
）
、
広
義
の
雑
歌
が
三

割
弱
（
27
％
）
と
、
均
衡
の
取
れ
た
割
合
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
『
百
人
秀
歌
』
『
百
人
一
首
』
（
以
下
『
秀
歌
』
『
一
首
』
）
は
周
知
の
よ

う
に
恋
歌
が
多
く
、
表
示
の
通
り
四
割
強
（
43
％
）
を
占
め
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
四
季
歌
の
比
率
も
『
秀
歌
』
『
一
首
』
は
秋
に
偏

り
、
春
歌
の
倍
の
歌
が
採
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
再
撰
本
の
括
弧
内
の
数
値
（
三
分
の
一
の
値
で
百
分
比
に
等
し
い
）
で
示
し
た
通
り
、

勅
撰
集
の
比
率
と
大
き
な
差
異
は
な
く
、
こ
こ
で
も
均
衡
が
周
到
に
考
え
ら
れ
た
採
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
差
異
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
広
義
の
雑
に
括
っ
た
部
立
の
「
賀
」
以
降
は
『
新
古
今
集
』
の
部
立
と
等
し
く
、
『
秀
歌
』
『
一
首
』

が
採
用
し
な
い
「
賀
」
「
哀
傷
」
「
釈
教
」
「
神
祇
」
も
す
べ
て
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
神
祇
」
は
『
後
拾
遺
集
』
雑
六
に
下
位
分
類
と

し
て
登
場
し
、
『
千
載
集
』
・
『
新
古
今
集
』
で
定
着
す
る
部
立
で
、
当
該
例
は
先
に
見
た
和
泉
式
部
歌
が
貴
布
禰
明
神
と
の
贈
答
歌
と
し
て

採
用
さ
れ
た
た
め
「
神
祇
」
に
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

ウ
　
改
訂
の
狙
い
│
〈
普
遍
〉
と
〈
特
異
〉
と
│

　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
は
、
私
的
に
作
成
さ
れ
た
秀
歌
撰
な
が
ら
、
勅
撰
集
の
部
立
を
網
羅
し
、
多
彩
な
歌
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
採
用
し
た
総
合
的
な
性
格
を
備
え
る
歌
集
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
出
典
も
部
立
も
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
古
代
か

ら
当
代
に
至
る
歴
代
の
秀
歌
を
偏
り
な
く
集
成
す
る
こ
と
が
正
統
な
和
歌
史
の
顕
彰
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
に
違
い
な
い
。

　
そ
の
〈
普
遍
〉
を
貫
き
つ
つ
、
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
自
己
の
比
類
な
い
配
流
体
験
の
〈
特
異
〉
が
暗
示
さ
れ
る
構
造
を
基
本
に
据
え
た

の
が
本
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
性
格
か
ら
、
構
想
と
編
集
の
着
手
は
配
所
生
活
の
前
期
と
想
定
さ
れ
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
そ
の
〈
普
遍
〉

と
〈
特
異
〉
を
と
も
に
徹
し
て
貫
く
こ
と
が
、
か
つ
て
の
歌
壇
領
導
者
の
〈
今
〉
を
支
え
る
矜
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
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望
ま
し
い
形
へ
と
変
じ
た
再
撰
本
に
お
い
て
、
〈
普
遍
〉
と
〈
特
異
〉
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
編
者
の
〈
今
〉
を
支
え
る
い
か
な
る
存
在

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
在
島
生
活
の
長
期
化
に
よ
る
心
境
の
鎮
静
化
が
寓
意
を
託
す
意
味
を
変
質
さ
せ
た
と
し
て
も
、
本
作
が
当
初
か
ら
有
す
る
基
本
構
造
も

性
格
も
変
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
孤
島
の
生
活
に
馴
致
し
つ
つ
あ
る
今
、
一
見
〈
隠
岐
〉
を
暗
示
す
る
意
味
は
乏
し
い
と
見
え
て
、
初
撰

本
の
狙
い
を
よ
り
完
璧
に
す
べ
く
、
孤
島
に
あ
っ
て
〈
特
異
〉
に
規
定
さ
れ
な
い
立
場
か
ら
、
現
在
考
え
る
和
歌
の
理
想
に
叶
う
作
へ
と

改
訂
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
死
期
も
そ
う
遠
い
未
来
で
は
な
い
〈
今
〉
を
支
え
る
矜
持
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
歌
人
を
選
び
、
各
人
の
秀
歌
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
当
初
の
作
業
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
遠
島
の
無
聊
を
慰
め
、
鬱
屈
を
発
散
す

る
た
め
の
作
業
で
も
あ
っ
た
が
、
最
新
作
の
秀
歌
に
更
新
す
る
改
訂
の
営
み
は
、
都
人
に
あ
る
べ
き
和
歌
を
模
索
す
べ
き
意
思
を
示
す
た

め
の
創
作
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
対
象
に
は
後
代
の
読
者
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
王
者
の
身
分
を
喪
失
し
な
が

ら
、
後
鳥
羽
院
は
宮
廷
和
歌
の
世
界
で
は
今
も
領
導
者
た
ろ
う
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
定
家
を
代
表
と
し
て
家
隆
や
秀
能
以
下
の
、
か

つ
て
の
近
し
い
廷
臣
達
の
み
な
ら
ず
、
無
限
に
広
が
る
後
代
の
人
々
ま
で
も
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
識
は
、
隠
岐
本
跋
に

明
言
さ
れ
て
お
り
、
『
遠
島
百
首
』
改
訂
の
主
因
と
も
な
る
、
隠
岐
の
文
芸
の
営
み
を
支
え
る
根
元
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
作
の
改
訂
は
、
不
特
定
多
数
の
読
者
を
念
頭
に
、
「
普
遍
」
と
寓
意
に
徹
す
る
「
特
異
」
の
均
衡
と
い
う
当
初
の
形
を
、
よ
り
揺
る
ぎ

な
い
も
の
と
し
て
維
持
す
る
狙
い
に
強
く
支
え
ら
れ
た
作
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
約
二
千
首
か
ら
四
百
首
ほ
ど
を
削
除
す
る
隠
岐
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
精
撰
作
業
は
、
序
文
で
勅
撰
下
命
者
で
あ
っ
た
自
ら
が
手
を

加
え
る
と
宣
言
す
る
通
り
、
流
人
と
し
て
公
的
な
身
分
は
喪
失
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
「
公
」
の
立
場
で
改
訂
し
た
勅
撰
集
で
あ
っ
た

）
14
（

。
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そ
れ
と
対
照
的
に
、
都
人
で
あ
る
自
己
を
明
示
し
つ
つ
隠
岐
で
の
苦
悩
を
真
率
に
吐
露
す
る
『
遠
島
百
首
』
に
、
晩
年
幾
首
も
の
差
し
替

え
が
施
さ
れ
る
の
は
、
対
読
者
意
識
の
差
異
も
含
め
、
自
己
の
内
面
の
変
化
を
表
出
す
る
も
の
と
し
て
、
文
字
通
り
私
的
な
営
み
に
ほ
か

な
ら
な
い

）
15
（

。

　
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
本
作
は
も
と
よ
り
私
的
な
営
み
に
違
い
な
い
も
の
の
、
古
来
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
中
心
に
、
か
つ
て
歌
壇
の

主
宰
者
で
あ
っ
た
立
場
か
ら
、
偏
ら
な
い
総
合
歌
集
を
作
成
す
る
と
い
う
、
公
的
な
意
識
を
先
立
た
せ
て
お
り
、
隠
岐
本
『
新
古
今
和
歌

集
』
と
『
遠
島
百
首
』
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
公
」
と
「
私
」
の
関
係
は
在
京
時
代
は
当
然
な
が
ら
、
隠
岐

に
お
い
て
特
に
重
要
で
あ
り
、
定
家
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
検
討
項
目
で
あ
る

）
16
（

。

　
そ
の
定
家
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
本
作
の
成
立
や
性
格
と
の
関
連
性
に
つ
き
、
種
々
検
討
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
『
百
人
一
首
』

や
『
百
人
秀
歌
』
と
の
関
係
は
興
味
深
い
事
例
が
窺
え
る
も
の
の

）
17
（

、
そ
の
論
証
は
容
易
で
は
な
く
、
課
題
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。
近

年
両
作
は
新
た
な
見
直
し
が
進
み

）
18
（

、
本
作
と
の
関
係
に
も
新
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る

）
19
（

。
本
稿
で
は
触
れ
な
い
歌
仙
絵
に
つ
い
て
も
解
明
が

進
展
し

）
20
（

、
後
代
へ
の
影
響
の
強
さ
は
多
方
面
で
解
明
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う

）
21
（

。

　
後
代
に
開
か
れ
た
『
時
代
不
同
歌
合

）
22
（

』
に
は
、
不
断
の
追
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

注（
1
） 

拙
稿
「
時
代
不
同
歌
合
の
基
本
性
格
│
番
い
の
原
理
を
と
お
し
て
│
」
（
和
歌
文
学
論
集
9
『
百
人
一
首
と
秀
歌
撰
』
〔
風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
〕
、

拙
著
『
後
鳥
羽
院
和
歌
論
』
〔
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
）
。

（
2
） 

大
伏
春
美
①
「
『
時
代
不
同
歌
合
』
の
番
い
の
研
究
│
初
撰
本
と
再
撰
本
に
つ
い
て
│
」
（
『
語
文
』
一
五
八
、
二
〇
一
七
年
六
月
）
、
同
②
「
『
時
代
不

同
歌
合
』
の
歌
の
再
編
成
に
つ
い
て
」
（
『
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
』
三
六
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
。



 

『
時
代
不
同
歌
合
』
再
考
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渡
邊
健
①
「
『
時
代
不
同
歌
合
』
の
歌
人
の
選
定
に
つ
い
て
│
そ
の
歌
人
的
評
価
か
ら
│
」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
四
三
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
、
同
②

「
『
時
代
不
同
歌
合
』
と
後
鳥
羽
院
の
自
讃
歌
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
九
八
│
一
一
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
、
同
③
「
『
時
代
不
同
歌
合
』
の
具
平
親
王

と
後
鳥
羽
院
の
番
い
に
つ
い
て
│
歌
人
の
選
定
と
作
品
の
構
想
│
」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
五
〇
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
。

 

田
仲
洋
己
「
『
時
代
不
同
歌
合
』
と
『
百
人
一
首
』
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
五
〇
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
。

（
3
） 

樋
口
芳
麻
呂
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究
』
第
三
章
第
一
節
第
二
項
（
ひ
た
く
書
房
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
初

撰
本
の
本
文
は
樋
口
芳
麻
呂
『
王
朝
秀
歌
選
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
所
収
本
、
再
撰
本
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
所
収
本
（
含

解
題
掲
出
歌
）
に
よ
る
（
表
記
は
一
部
私
意
に
よ
る
）
。

（
4
） 

三
首
が
踏
ま
え
る
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
首
目
「
足
引
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
（
拾
遺
集
・
恋
三
・

柿
本
人
麿
）
、
二
首
目
「
鈴
虫
の
声
の
限
り
を
つ
く
し
て
も
長
き
夜
あ
か
ず
ふ
る
涙
か
な
」
（
源
氏
物
語
・
桐
壺
・
靫
負
命
婦
）
、
三
首
目
「
目
に
近
く

う
つ
れ
ば
変
は
る
世
の
中
を
行
末
遠
く
頼
み
け
る
か
な
」
（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
・
紫
上
）
・
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に

ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」
（
古
今
集
・
春
下
・
小
野
小
町
）
。

（
5
） 

注
2
の
田
仲
洋
己
氏
論
。

（
6
） 

注
2
の
大
伏
春
美
氏
①
論
。

（
7
） 

拙
稿
「
歌
人
の
絵
姿
│
歌
仙
絵
の
成
立
と
展
開
│
」
（
『
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
物
語
絵 

│
絵
巻
・
屏
風
・
絵
本
│
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
）
。

（
8
） 「
誰
が
禊
」
の
歌
は
諸
説
が
あ
る
が
、
「
木
綿
付
け
」
に
「
夕
告
げ
」
の
意
を
、
「
を
り
は
へ
」
に
継
続
の
意
を
読
む
説
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

（
9
） 

注
2
の
渡
邊
健
氏
②
論
。

（
10
） 

注
3
の
樋
口
芳
麻
呂
氏
論
。

（
11
） 

久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』
二
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
当
該
歌
注
。

（
12
） 

注
2
の
大
伏
春
美
氏
②
論
。

（
13
） 

久
保
田
淳
「
後
鳥
羽
院
の
『
時
代
不
同
歌
合
』
と
藤
原
定
家
の
『
百
人
秀
歌
』
」
（
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
七
六
│
一
、 

二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
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（
14
） 

拙
稿
「
隠
岐
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
再
論
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
九
八
│
一
一
、 

二
〇
二
一
年
一
一
月
）
。
な
お
、
岡
田
愛
海
「
『
隠
岐
本
新
古
今
和
歌

集
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
の
詠
に
つ
い
て
」
（
二
〇
二
三
年
度
京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
論
文
）
は
、
半
数
以
上
の
削
除
後
に
残
さ
れ
た

精
撰
歌
を
対
象
と
す
る
考
察
で
、
丁
寧
な
分
析
を
も
と
に
王
者
と
し
て
の
公
的
な
立
場
か
ら
の
改
訂
を
導
く
。

（
15
） 

拙
著
『
後
鳥
羽
院
和
歌
論
』
第
二
編
第
一
章
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
16
） 

拙
稿
「
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
〈
公
〉
と
〈
私
〉
―
軋
轢
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
」
（
『
日
本
文
学
』
六
八
│
一
、 

二
〇
一
九
年
一
月
）
参
照
。

（
17
） 

拙
稿
「
『
百
人
秀
歌
』
覚
書
」
（
『
武
蔵
野
文
学
館
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
。

（
18
） 

田
渕
句
美
子
氏
・
小
川
剛
生
氏
の
『
百
人
一
首
の
現
在
』
（
青

社
、
二
〇
二
二
年
）
所
収
論
ほ
か
関
係
諸
論
。

（
19
） 

注
2
の
田
仲
洋
己
氏
論
。

（
20
） 

土
屋
貴
裕
「
三
十
六
歌
仙
絵
の
成
立
と
「
時
代
不
同
歌
合
絵
」
」
（
『
大
和
文
華
』
一
三
五
、 

二
〇
一
九
年
八
月
）
、
田
渕
句
美
子
「
和
歌
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー 

│
「
男
歌
」
「
女
歌
」
、
そ
し
て
歌
仙
絵
の
観
点
か
ら
│
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
一
二
六
、 

二
〇
二
三
年
六
月
）
。

（
21
） 

中
世
以
降
、
歌
仙
絵
の
主
流
と
な
る
の
は
「
時
代
不
同
歌
合
絵
」
を
受
け
継
ぐ
業
兼
本
「
三
十
六
歌
仙
絵
」
の
図
様
で
あ
り
、
「
時
代
不
同
歌
合
絵
」

が
バ
イ
ブ
ル
の
役
目
を
果
た
す
と
さ
れ
る
が
（
片
桐
弥
生
「
歌
仙
絵
の
世
界
│
業
兼
本
図
様
の
成
立
と
展
開
を
中
心
に
」
（
和
歌
を
ひ
ら
く
三
『
和
歌

の
図
像
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
）
、
多
彩
な
和
歌
を
採
用
す
る
諸
種
の
三
十
六
歌
仙
絵
に
お
い
て
、
業
兼
本
は
『
時
代
不
同
歌
合
』
の

和
歌
を
受
け
継
ぎ
、
し
か
も
番
い
の
構
造
を
意
識
し
た
採
用
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
拙
稿
「
三
十
六
歌
仙
絵
に
お
け
る
和
歌
│
業
兼
本

が
目
指
し
た
も
の
│
」
（
『
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
』
一
一
、 

二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
。

（
22
） 

注
1
の
拙
稿
で
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
は
「
読
者
に
い
わ
ば
挑
発
的
に
読
み
の
可
能
性
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
回
想
の
過
去
を
経
由

し
て
、
古
き
時
代
に
向
か
う
思
い
を
強
く
持
し
な
が
ら
、
同
時
代
、
さ
ら
に
は
将
来
の
読
者
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
る
作
品
だ
っ
た
」
と
論
じ
た
。

［
付
記
］
脱
稿
後
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
を
含
む
『
中
世
歌
合
集
』
（
和
歌
文
学
大
系
16
、
明
治
書
院
、
二
〇
二
四
年
五
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
担
当
は
久
保

田
淳
氏
で
、
本
文
は
再
撰
本
の
Ｅ
本
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
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）


